
令和４年度 保健室経営案 

 

 

学 校 教 育 目 標 

ふるさとを愛し、一人一人が輝く徳・知・体の調和のとれた児童の育成 

 【かしこく】進んで学び、よく考える児童 

【なかよく】思いやりをもち、助け合う児童 

 【元気よく】礼儀正しく、ねばり強い児童 

保 健 室 経 営 方 針 

【健康教育目標】 

自らの健康を維持増進するため、自主的に健康管理ができる能力や態度を育てる。 

・自分の身体を大切にする子ども ・災害や交通事故から自分を守れる子ども 

・望ましい食生活ができる子ども ・すすんで身体をきたえる子ども 

【重点目標】 

①歯・口の健康づくりの充実を図る。 

②基本的な生活習慣の確立を目指すとともに、発育に関する指導の充実を図る。 

具 体 的 な 取 組 
評 価 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

 

保

健

管

理 

１ 健康診断の受診勧告等の事後措置を確実に行う。    

２ 疾病の早期発見・早期治療を目指す。    

３ マスクの着用や手洗い、換気等の感染症予防対策の徹底を行う。    

４ 既往症を確実に把握し、全職員で共通理解を図る。    

５ 緊急時対応マニュアル（連絡体制等）を整備し、緊急時に備える。    

 

 

保

健

教

育 

１ 児童の健康課題や実態に基づいた効果的な保健指導を行う。（体重測定時の保健 

指導・ほけんだより） 

   

２ 児童が自他の健康に興味関心をもてるような掲示物を作成する。    

３ 基本的生活習慣が身についていない児童への個別指導に当たる。    

４ 性教育年間計画に基づき、児童の発達段階や実態を考慮しながら、自他の生命等 

を大切にする指導を進める。 

   

５ 季節や行事、学級の実態に応じた保健関係資料を提供する。    

 

組

織

活

動 

１ 学校保健委員会を活用し、保護者の健康に関する意識の向上に取り組む。    

２ 児童保健委員会で、季節や行事に応じた健康問題に関する啓発活動を行ってい 

く。 

   

３ 保健委員会を活用し、トイレの点検や石けん等の備品の管理を行い、学校環境の 

整備に努める。 

   

健

康

相

談 

１ 学級担任との情報交換や情報共有を密にする。    

２ 児童や保護者が相談しやすい保健室の環境作りに努める。    

３ 保健室来室者の身体的な訴えや身体症状を大切にして関わる。    

４ 児童一人一人の教育的ニーズを把握し、個に応じた健康相談活動を行う。    

学期評価（達成状況 達成← ４、３、２、１ →未達成） 



 


